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(57)【要約】
【課題】本発明は、型崩れがしにくく、高品質なポケッ
トを有する編地とその編成方法を提案する。
【解決手段】ベース編地部２に対しポケット分岐部３で
は増し目されてポケット袋部４の始端となる。以降、ベ
ース編地部２とポケット袋部４を編成する。さらにベー
ス編地部を形成しつつ、前後針床で係止する編目列の領
域にて、ポケット袋部相当の編幅で前後針床を使って袋
編成を行ない、該袋編成で形成した前後の針床で係止す
る新たな編目を目移しして前記領域内で重ね目を形成し
、重ね目にポケット袋部に連続するベース編地部として
の新たな編目を形成する。しっかりとした袋状ベース編
地部７を編成することで、しっかりとした２層の編地が
形成でき、型崩れがしにくく段差も少ない高品質なポケ
ットが得られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の編針が並設された針床を少なくとも前後一対に備え、各針床間で目移しが可能な
横編機を用いて編成され、ベース編地部から分岐して形成したポケット袋部の端部の編目
列に伏目処理を施したポケットを有する編地の編成方法において、前記伏目処理を完了し
た後に、ポケット袋部の上位のベース編地部の編目列に対し、２層となる袋状ベース編地
部を形成する工程を備えることを特徴とするポケットを有する編地の編成方法。
【請求項２】
　前記袋状ベース編地部の形成は、他方の針床に割増やしによる増し目を形成する工程と
、ベース編地部を形成しつつ、前後針床で係止する編目列の領域にて、ポケット袋部相当
の編幅で前後針床を使って袋編成を行なう工程と、該袋編成で形成した前後の針床で係止
する新たな編目を目移しして前記領域内で重ね目を形成する工程を備えることを特徴とす
る請求項１に記載のポケットを有する編地の編成方法。
【請求項３】
　前記伏目処理は、一方の針床に係止した伏目処理の対象となる編目列の編目に対して、
他方の針床に割増やしによる増し目を形成する工程１と、前後の針床で袋編成を行なって
新たな編目を形成する工程２と、前記袋編成で形成した前後の針床で係止する新たな編目
を目移しして重ね目を形成し、編目を減らす工程３とを備え、前記重ね目を始端として終
端側へ順次、前記工程２と工程３を繰り返すことを特徴とする請求項２に記載のポケット
を有する編地の編成方法。
【請求項４】
　複数の編針が並設された針床を少なくとも前後一対に備え、各針床間で目移しが可能な
横編機を用い、ベース編地部に対して分岐して形成したポケット袋部の端部の編目列に伏
目処理を施したポケットを有する編地であって、ポケット袋部の開口部側の端部に袋組織
を配置する伏目処理による解れ止めがなされ、該開口部に沿うように解れ止めの上位のベ
ース編地部に対して袋組織が形成され、該袋組織とポケットの開口部側端部との間に段差
が少ないことを特徴とするポケットを有する編地。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横編機を用いて編成するポケットを有する編地とその編成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、セーターやカーディガン等のニットウェアでは、その身頃部分にポケットが
付加されることがある。本願出願人は、ベース編地から分岐してポケット編地を一体に編
成する方法を開示している。例えば特許文献１では、ポケット袋部の上位にリブ編み組織
からなるポケット上縁部を形成することで、重厚で保形性に優れた切りポケットを縫製な
しで形成することを示し、特許文献２では、ポケット上部をベース部の編組織と直交する
開口部にリブ編地等を直交するように形成して補強し、かつデザインを向上させること等
を示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許３４０６０９７号公報
【特許文献２】特開２００２－３３９２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ポケットの開口部は、特に形が変形しやすい。上記特許文献によるポケットにおいても
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補強等を行い一定の効果は得られているものの、より型崩れしないポケットが望まれてい
る。本発明の目的は、型崩れが起こり難い高品質なポケットを有する編地とその編成方法
を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　複数の編針が並設された針床を少なくとも前後一対に備え、各針床間で目移しが可能な
横編機を用いて編成され、ベース編地部から分岐して形成したポケット袋部の端部の編目
列に伏目処理を施したポケットを有する編地の編成方法において、前記伏目処理を完了し
た後に、ポケット袋部の上位のベース編地部の編目列に対し、２層となる袋状ベース編地
部を形成する工程を備えることを特徴とする。
【０００６】
　前記袋状ベース編地部の形成は、他方の針床に割増やしによる増し目を形成する工程と
、ベース編地部を形成しつつ、前後針床で係止する編目列の領域にて、ポケット袋部相当
の編幅で前後針床を使って袋編成を行なう工程と、該袋編成で形成した前後の針床で係止
する新たな編目を目移しして前記領域内で重ね目を形成する工程を備えることを特徴とす
る。
【０００７】
　前記伏目処理は、一方の針床に係止した伏目処理の対象となる編目列の編目に対して、
他方の針床に割増やしによる増し目を形成する工程１と、前後の針床で袋編成を行なって
新たな編目を形成する工程２と、前記袋編成で形成した前後の針床で係止する新たな編目
を目移しして重ね目を形成し、編目を減らす工程３とを備え、前記重ね目を始端として終
端側へ順次、前記工程２と工程３を繰り返すことを特徴とする。
【０００８】
　複数の編針が並設された針床を少なくとも前後一対に備え、各針床間で目移しが可能な
横編機を用い、ベース編地部に対して分岐して形成したポケット袋部の端部の編目列に伏
目処理を施したポケットを有する編地であって、ポケット袋部の開口部側の端部に袋組織
を配置する伏目処理による解れ止めがなされ、該開口部に沿うように解れ止めの上位のベ
ース編地部に対して袋組織が形成され、該袋組織とポケットの開口部側端部との間に段差
が少ないことを特徴とする編地である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、ポケット開口部の上位のベース編地に対し、伸びが少なくしっかりとした
袋組織を配置する袋状ベース編地部の形成により、ポケット袋部に対向するベース編地部
が下位に伸ばされるのを抑え、型崩れが起こり難いポケットを形成することができる。
【００１０】
　また本発明では、ベース編地部に対して袋状ベース編地部を形成することで、ポケット
袋部の終端の編目との段差を目立ち難くすることができる。
【００１１】
　本発明では、伏目処理編成は、袋編成を行なって前後２層の状態にすることで、編地に
厚みを持たせることができる。また、袋編成で形成した前後の針床で係止する新たな編目
を使って重ね目を形成し、しっかりとしたポケット袋部の終端にできる。
【００１２】
　また本発明による編地は、ポケット袋部の終端に、しっかりとした厚みを持つ袋組織を
配置する伏目処理が施される。ベース編地に対し、袋組織の厚みによる段差が生じるが、
厚みを持つ袋状ベース編地部の形成により、前記段差が目立たなくなり、伸びを抑えるだ
けでなく見栄えも良いポケットを有する編地となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例であるポケットを有する編地の概略図である。（ａ）は、正面か
ら見た編地の概略図である。（ｂ）は、線Ｙ－Ｙから見た編地の断面構造を示した図であ
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る。
【図２】本発明の実施例であるポケットを有する編地の袋状伏目部の編成図である。
【図３】図２に続く本発明の実施例である袋状伏目部の編成図である。
【図４】本発明の実施例であるポケットを有する編地の袋状ベース編地部の編成図である
。
【図５】図４に続く本発明の実施例であるポケットを有する編地の袋状ベース編地部の編
成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施例として、ポケットを有する編地１で説明を行う。特に本件特徴と
なる袋状ベース編地部７（前側７Ｆ，後側７Ｂ）の編成を中心に行う。また、編成に使用
する横編機は、前後一対の針床を備えた２枚ベッド横編機であり、後針床が前針床に対し
てラッキング可能で、針床の上位に複数の給糸口を有するものである。編成図は、説明の
便宜上、針数を実際の編成よりも少なくしている。
【００１５】
図２～図５の編成図にて、図中左側の数字は編成ステップ（Ｓ）、（Ｔ）を示し、左右方
向の矢印は編成方向を、上下方向の矢印は目移し方向を示す。ＦＢは前針床を、ＢＢは後
針床を示す。大文字のＡ～ＰはＦＢの編針を、小文字のａ～ｐはＢＢの編針を示す。また
、黒丸印はその編成ステップで形成される編目を、２重の丸印は重ね目を示す。尚、その
編成ステップの編成に関係せず、編針に係止されたままの編目（白丸印）については一部
を除いて図示を省略している。
【実施例】
【００１６】
　図１は、ポケットを有する編地１を示す概略図である。図１の（ａ）は、正面から見た
編地１の概略図である。なお、太線で囲んだ領域は、従来によくあるポケットの領域を示
す。つまり、袋状ベース編地部７がない状態である。また、図１の（ｂ）は、２点鎖線Ｙ
－Ｙから見た編地の断面構造を示した図である。本実施例で編成されるベース編地部２は
、平編みである。図に示すように矢印Ｗの方向に編成されるベース編地部２に対し、ポケ
ット分岐部３では公知の割増やしで増し目を行いポケット袋部４の始端となる。以降、ベ
ース編地部２とポケット袋部４を編成する。（後述する図２のＳ０参照）ポケット袋部４
とベース編地部２を合わせて２層の編地となる。本実施例では、紙面奥側のベース編地部
２も表目に編成し、ポケット開口部６より見た場合でも手前側のポケット袋部４の編目と
同じ見栄えとし、ポケットの品質を向上している。
【００１７】
　袋状伏目部５は、編目１０で分岐して２層でしっかりとしたポケットの終端部を形成し
ている。しかしながら、しっかりとその厚みにより段差が目立ってしまう。また、ポケッ
トに物が入った場合、その重さが加わり一層ポケットの変形が起こりやすい。本実施例で
は、袋状ベース編地部７を形成し、その変形する力を弱める。更にポケット開口部６側で
前記袋状伏目部５との間に生じる段差が、袋状ベース編地部７の形成による編地部の厚み
によって目立たなくなり、ポケット開口部６も拡がらず、見栄えもよい。
【００１８】
　図２および図３は、ポケットを有する編地１の袋状伏目部５の編成図である。以下、図
２および図３で示す編成ステップＳ０～Ｓ１６について説明する。本実施例で編成される
袋状伏目部５は、紙面右側から左側に向けて伏目処理を行う。また、ポケット袋部４の編
幅では、編針Ｋ，ｋが始端側で、編針Ｅ，ｅが終端側となる。ポケット分岐部３以降は、
Ｓ０で示すポケット袋部４の状態（図１の（ａ）の２点鎖線Ｘ－Ｘから見た編地の断面）
で連続して編目が形成される。
【００１９】
　図２のＳ０は、編成されたポケット袋部４の編目とベース編地部２の編目をＦＢの編針
Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋ，Ｍ，Ｏ、ＢＢの編針ｆ，ｈ，ｊ，ｌで係止している状態を示す
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。ＦＢの編針Ａから、１本おきの編針に係止したこれらの編目に連続して新たな編目を形
成している。Ｓ１は、ＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅの編目をＢＢの編針ｋ，ｉ，ｇ，ｅに目
移しで移動し、左方向にＦＢの編針Ｏ，ＭとＢＢの編針ｋ，ｉ，ｇ，ｅに新たな編目を形
成する。Ｓ２は、方向を変えて右向きに、ＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに新たな編目を形成
する。裏目の編成が完了したら、ＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅに編目を目移しで戻す。
【００２０】
　Ｓ３では、左方向に編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅに新たな編目を形成する。但し、編針Ｋ，Ｉ，
Ｇ，Ｅで割増やし編成にてそれらと対向するＢＢの編針ｋ，ｉ，ｇ，ｅに増し目としての
編目１０を形成する。Ｓ４では、右向きにＦＢの編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋで編目を形成する。
またＳ５では、左向きにＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅで編目を形成する。Ｓ６では、右方向
にＦＢの編針ＥとＢＢの編針ｇ，ｉ，ｋに新たな編目を形成する。Ｓ３で増し目した編目
１０の一部に、編成を容易とする為、新たな編目１１を形成する。
【００２１】
　図３のＳ７では、左向きにＦＢの編針Ｋ，Ｇで編目（編目２０）を形成する。Ｓ８では
、右向きにＢＢの編針ｇ，ｉ，ｋで編目（編目２１）を形成する。Ｓ７とＳ８で袋編成を
行っている。糸の太さや素材により条件が異なるが、編目が増加するにつれて袋編成で形
成される編目がウエール方向に多く繋がり、厚みが出てしっかりとする。Ｓ９では、ＢＢ
の編針ｋからＦＢの編針Ｉに係止する編目２１を目移しする。更に、Ｓ１０では、ＦＢの
編針Ｋに係止する編目２０をＢＢの編針ｋを経由してＦＢの編針Ｉに目移しし、編目２０
、２１の重ね目となる。
【００２２】
　Ｓ１１では、左方向にＦＢの編針Ｉ，Ｅに新たな編目（編目２２）を形成する。続けて
Ｓ１２では、右方向にＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉに新たな編目（編目２３）を形成する。Ｓ１
３では、ＢＢの編針ｉに係止する編目２３をＦＢの編針Ｇに目移しする。更に、Ｓ１４で
は、ＦＢの編針Ｉに係止する編目２２をＢＢの編針ｉを経由してＦＢの編針Ｇに目移しし
、編目２２、２３の重ね目となる。それに続けてＳ１１からＳ１４と同様の編成を繰り返
し行い、ＦＢの編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋの編目を順次伏目処理し、Ｓ１５で示す様に、ＦＢの
編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋの編目が伏せられて無くなる。Ｓ１６では、ＢＢの編針ｆ，ｈ，ｊ，
ｌの編目をＦＢの編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋに目移しを行う。
【００２３】
　ポケット袋部４の端部の編目列に対し袋状伏目部５が完成し、ポケット開口部６を挟む
形で、後述するＴ１の編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋに係止する編目に対し袋状ベース編地部７を形
成する。図４および図５は、ポケットを有する編地１の袋状ベース編地部７の編成図であ
る。以下、図４および図５で示す編成ステップＴ１～Ｔ１３について説明する。
【００２４】
　図４のＴ１は、袋状伏目部５の完成後、単層のベース編地部２の編目が、ＦＢの編針Ａ
，Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋ，Ｍ，Ｏに係止している状態を示す。Ｔ１の段階では、ポケット袋
部４も完成しており、その位置より上位のベース編地部に袋状ベース編地部７を形成する
ことになる。Ｔ２は、左方向にＦＢの編針Ｏ，Ｍ，Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅに新たな編目を形成す
る。但し、編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋで割増やし編成を行い、それらと対向するＢＢの編針ｅ，
ｇ，ｉ，ｋに増し目としての編目１２を形成する。以降は、分岐した編目を用いて２層の
状態に編成を行う。また、形成する編幅は、ポケット袋部４相当の、同じ編幅または数目
程度広めの編幅にするとバランスが良い。
【００２５】
　Ｔ３は、右方向にＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに新たな編目１３を形成する。Ｔ４は、左
方向にＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅ，Ｃ，Ａに新たな編目を形成する。Ｔ５は、右方向にＦ
Ｂの編針Ａ，ＣとＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋとＦＢの編針Ｍ，Ｏに新たな編目を形成する
。Ｔ２で増し目したＢＢの編針ｋ，ｉ，ｇ，ｅの編目１２に続けてＴ３で裏目の編目１３
、Ｔ５で裏目の編目１４と２目連続して裏目を形成する。
【００２６】
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　Ｔ６は、左方向にＦＢの編針Ｏ，Ｍ，Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅに新たな編目を形成する。Ｔ３～
Ｔ６では、Ｔ１で示すＦＢの各編目とＴ２で増し目したＢＢの編針ｋ，ｉ，ｇ，ｅに係止
する編目１２に、２目分の編目が追加形成される。Ｔ７は、ＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋで
係止する編目１４を、空針であるＦＢの編針Ｄ，Ｆ，Ｈ，Ｊに目移しを行う。
【００２７】
　図５のＴ８は、右方向にＦＢの編針Ｄ，Ｆ，Ｈ，Ｊに新たな編目１５を形成する。Ｔ９
では、続いてそれらの各編目をＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに目移しする。その後、左方向
にＦＢの編針Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅ，Ｃ，Ａに新たな編目を形成する。この編成は袋状ベース編
地部前側７Ｆの編目となる。Ｔ５においてＢＢの針床で形成した袋状ベース編地部後側７
Ｂの編目に、袋状ベース編地部前側７Ｆの編目と同じ針床で編成することで、ＦＢ側から
見てＴ３，Ｔ５で形成した裏目としての編目１４が表目としての編目１５に変わり、その
部分でガーター組織のようになって編地が盛り上がる。
【００２８】
　Ｔ１０は、ＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに係止する編目を、空針であるＦＢの編針Ｄ，Ｆ
，Ｈ，Ｊに目移しを行い、右方向にＦＢの編針Ａ，Ｃ，Ｍ，Ｏと同じ編成コースで新たな
編目を形成する。Ｔ１１では、Ｔ１０においてＦＢの編針Ｄ，Ｆ，Ｈ，Ｊに目移しを行っ
て形成した新たな編目を、ＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに目移しして戻す。さらに左方向に
ＦＢの編針Ｏ，Ｍ，Ｋ，Ｉ，Ｇ，Ｅ，Ｃ，Ａに新たな編目を形成する。袋状ベース編地部
７のウェール方向の長さは、Ｔ６からＴ１０の編成を繰り返して編目の数を調整すればよ
い。Ｔ１２では、袋状ベース編地部７を完成する為、ＢＢの編針ｅ，ｇ，ｉ，ｋに係止す
る編目を、ＦＢの編針Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋに目移しを行い、重ね目とする。Ｔ１３では、右方
向にＦＢの編針Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｉ，Ｋ，Ｍ，Ｏに新たな編目を形成し、袋状ベース編地
部７を完成する。ベース編地部２としての単層編地となる。
【００２９】
　なお、本発明の実施形態は上述した実施形態に限定されるわけではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲で適宜変更することができる。例えば、２枚ベッド横編機の他、トラン
スファージャックベッドを備える２枚ベッド横編機や、４枚ベッド横編機を使用して、本
発明の実施形態の編成を行うこともできる。また、実施例では平編み組織にて、説明を行
ったが、ベース編地部２や、袋状伏目部５の下方やポケット開口部６の上位に形成する袋
状ベース編地部前側７Ｆ等に、ガーター組織やリブ組織を形成しても良い。
【符号の説明】
【００３０】
１　編地
２　ベース編地部
４　ポケット袋部
５　袋状伏目部
１０，１１，１２，１３，１４，１５　編目
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